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沿線住民アンケートの結果について 
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資料１－２ 

※非利用者を対象に整理している旨を口頭で説明。 
 （利用者は利用者調査で説明） 



 沿線住民アンケートの概要 

調査の概要① 
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調査の目的 
コミュニティバスに関して、周知度、利用の有無、
高齢者の外出状況の変化、意見・要望、公費による
赤字補填への賛否等を把握する。 

調査対象 
松戸市コミュニティバス（ゆめいろバス）シルバー
割引証配布範囲内に居住する個人 

調査方法 アンケート郵送配布・郵送回収 

調査日時 平成30年10月19日（金）～同年10月31日（水） 

調査票配布数 3,942票 

サンプル数 1,402票 

回収率 約35.6％ 



 調査票 

調査の概要② 
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 調査票 

調査の概要③ 
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回答者の属性 
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 回答者の性別は男性が4割弱、女性が6割弱である。 

 回答者の年齢は、70代が最も多く、次いで40代、60代、50代の回答が多い 

 性別  年齢構成 



コミュニティバスの利用経験 
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 コミュニティバスを利用したことが無い人は全体の約6割存在。 

 年齢が若いほど、また男性ほどコミュニティバスを利用したことがない人が多い。 

 年齢構成×コミュニティバス利用経験  性別×コミュニティバス利用経験 

 コミュニティバス利用経験 



コミュニティバスの認知状況・知ったきっかけ 
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 9割以上の人がコミュニティバスを「知っている」と回答。 

 知ったきっかけは、「走行中のバスやバス停を見て」、「広報まつど」、「町会の回覧」の順に多い。 

 コミュニティバスの認知状況  コミュニティバスを知ったきっかけ 



コミュニティバスの満足度・年齢構成 
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 コミュニティバスの利用経験がある人の7割強の方がコミュニティバスを「満足※」していると回答。 

 「満足※」の割合は年齢に依らず概ね7～8割となっている。 

※「とても満足」と「やや満足」を足したもの 

 コミュニティバスの満足度×年齢構成  コミュニティバスの満足度 

※コミュニティバスの利用経験が無い人のみの回答 



自動車保有状況・コミバス利用経験 
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 「自分専用の自動車がある」人の約7割がコミュニティバスを利用したことがないと回答。 

 一方で、同様に自動車を保有していても「家族共用」の場合には、自動車を持っていない人と同水

準（約6割）となっている。 

 自動車保有状況×コミュニティバス利用経験 



コミュニティバスを利用しない理由 
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 利用しない最も多い理由は「自宅から目的地が近いから」である。次いで、「自動車・バイク・タク

シー等の方が便利だから」「自宅からバス停が遠いから」「本数が少ないから」の回答が多い。 

 コミュニティバスを利用しない理由 



年齢構成×コミュニティバスを利用しない理由 
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 年齢別にみると、他の年齢と比べて15～20代は「コミュニティバスの存在を知らなかった」こと、 
30～40代・70歳以上は「自宅からバス停が遠い」こと、50～60代は「自動車等の方が便利」なこと
が利用しない理由として多くあげられている。 

 年齢構成×コミュニティバスを利用しない理由 



利用しない理由（希望するバス停） 
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 「運動公園」「明治神社」「千駄堀口」へのバス停を希望する人が多い。 

 「不明・無回答」との回答が非常に多い。 

松戸運動公園 
明治神社 

千駄堀口 

八ヶ崎 

旧市立病院 

馬橋駅 
第三中学校 

※複数回答 



利用しない理由（希望する運行頻度） 
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 3本/h以上（20分に1本以上）の頻度を希望する人が5割程度見られる。 



利用しない理由（希望する運賃） 
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 51～100円等の100円以下での利用を希望する人が多い。 



利用しない理由（希望する運行時間帯） 
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 「現運行時間帯※」が3割弱と比較的多い。 

 約半数が運行時間帯を具体的に回答していない。（不明・無回答） 

 

※複数回答 

※既に現在コミュニティバスが運行している7時台から20時台 



利用促進策 
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 「運行時刻の変更」や「周知活動」がコミュニティバスの利用促進につながるとの回答がそれぞれ4

割以上となっている。 

 次いで、「時刻表通りの運行」「停留所や車内の快適性向上」の回答の割合が大きい。 

 利用促進策 

（n=1,402） 



今後の利用意向 
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 コミュニティバスの利用者の約9割が今後も「利用したい」と回答。 
 非利用者で「利用したい」と「0～4年後」の合計は約4割である。 

残りの6割は5年後以降に利用したい、もしくは利用したくないと回答。 

 今後の利用意向×コミバス利用経験  将来の利用意向×コミバス利用経験 



外出回数 
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 「タクシー」利用者の外出が特に増加。 次いで「家族や知人が運転する自動車」の割合が大きい。 

 これまで「徒歩」で移動していた方の外出回数の増加も見られるが、コミュニティバスの運行により、

より遠くの目的地への外出機会の創出につながっていることが考えられる。 

 以前の交通手段×外出回数 



シルバー割引証の利用状況・利用しない理由 
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 70歳以上の回答者のうち、シルバー割引証の所有者と非所有者はほぼ同数である。 

 シルバー割引証を持たない理由としては、「コミュニティバスを利用しないから」が約5割であり、次

いで「シルバー割引証を知らなかったから」「申請が面倒だから」という回答が多い。 

 シルバー割引証を所有しない理由  シルバー割引証の所有状況 



シルバー割引証の所有状況×コミバス利用経験 
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 70代・80歳以上とも、コミュニティバス利用者の約8割、非利用者では約3割の方がシルバー割引証

を所有していると回答。 

4-24シルバー割引証の所有状況 
（利用者、非利用者でグラフを分割） 



まとめ・課題 
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 コミュニティバスの認知は進んでいる（9割以上） 

 広報まつどや回覧版などが有効な広報手段 

 利用促進策で約3割の人が「周知活動」と回答 

 ⇒実証運行開始から１年以上が経過し、利用者も定着していると考えられる 

 ⇒広報活動を強化することで利用促進に取り組むことが想定される 
 

 「利用しない理由」には、バス停位置や本数、時間帯に関するものが見られる 

 「希望する運行時間帯」で約5割が「不明」（→ 具体的な利用イメージがないと推測） 

 ⇒具体的なイメージ・利用シーンを提示することが想定される 
 

 自ら自動車を運転せずに外出していた人の外出回数が増える傾向 

  ⇒今後の免許返納等も想定し、70歳以上への利用促進や転換を継続的に 

  実施することが考えられる 
 

 シルバー割引証を知らない、申請が面倒なことで所有していない人が一定数存在 

  ⇒申請窓口を増やすなど既に対応 

沿線住民アンケートから把握した想定されるコミュニティバスの課題について以下に示します。 



参考資料 
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参考｜基礎集計 問１ 
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参考｜基礎集計 年齢別標本率 

24 



参考｜基礎集計 回答者住所 
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参考｜基礎集計 問２ 
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参考｜基礎集計 問３ 
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参考｜基礎集計 問３ 
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参考｜基礎集計 問３ 
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参考｜基礎集計 問３ 
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 「運行時刻の変更」や「周知活動」がコミュニティバスの利用促進につながるとの回答が多い。 

 利用者の方が非利用者に比べ「運行時刻の変更」の回答の割合が大きい。 

 利用者よりも非利用者の方が「停留所や車内の快適性向上」の回答の割合が大きい。 

 利用促進策×コミュニティバス利用経験 



参考｜基礎集計 問４ 
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参考｜基礎集計 問４ 
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参考｜基礎集計 問４ 
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参考｜基礎集計 問５ 
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参考｜基礎集計 問６ 
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参考｜基礎集計 問７ 
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